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Marco Incarbone 博士による CFAI 特別セミナーを実施しました 

令和 7 年 4 月 7 日に、ドイツ マックスプランク研究所グループリーダーの Marco 

Incarbone博士によるセミナーを開催しました。Marco Incarbone博士は植物ウイルスが

植物の茎頂分裂組織や種子といった特定の組織に感染しにくい現象について研究されて

います。今回のセミナーでは、博士らが植物の変異体や例外的に種子伝染しやすいウイル

スを用いて得た最近の研究成果についてご講演いただきました。具体的には、植物の RNA

サイレンシング機構の因子である Ago5 が茎頂分裂組織に侵入後のウイルス蓄積量の低下

に寄与していること、Ago5 が雌雄を問わず生殖細胞でウイルスの蓄積を強く抑制してい

ることなどが紹介されました。植物ウイルスの茎頂分裂組織や生殖細胞への侵入の制御

は、植物ウイルスの防除のみならず遺伝子工学的利用にも寄与すると考えられ、大変興味

深い内容でした。セミナー参加者とはウイルス・植物の共進化の観点から議論が行われた

ほか、学生の研究紹介にもお付き合いいただきました。今後の研究交流が期待されます。 


